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1 広島県中小企業団体中央会

　平成31年の年頭にあたり、謹んで新年のご挨拶を申しあげます。
　昨年7月の豪雨災害で、本県は多くの地域で甚大な被害を受け、被災された皆様には心よりお見舞い
を申し上げますとともに、一日も早い復旧・復興ができるよう心から願っております。
　また、引き続き当会でも、復興を全力で支援して参りますとともに、この度の経験から、こうした災害
をも想定した組合・企業におけるBCP（事業継続計画）策定の必要性を改めて痛感しているところです。

　さて本年は、4月から施行される「働き方改革」関連の改正労働法への対応も喫緊の課題となっており
ますし、さらには、10月に予定されている消費増税及び複数税率の導入についても、各企業においてど
の程度準備ができているのか危惧されております。

　こうしたことから、本年度の重点取組みといたしましては、
①　働き方改革関連法への適切で遺漏のない対応
②　組合及び企業のBCP計画策定の普及促進
③　消費増税、複数税率への適切な対応
④　組合が取組む改正出入国管理法による「外国人労働者」事業への対応
⑤　「ものづくり補助金」採択企業のフォローアップ

　これらの重点取組みをはじめとして、広島県中央会といたしましては、平成29年度からの第5次三ヵ
年計画「広島県中央会ビジョン2017」の3年目として、「コンサルティング力の強化」等を通じて、組合の
発展、組合員企業の成長支援を目指し、昨年11月に新たに作成した当会のPR資料も活用しながら、組合
及び傘下中小企業の課題の積極的解決や、新たに創設した「専門委員会」により、より多くの現場の声を
集約し、国政・県政等につなげるなど、当会の支援活動を一層強化して参ります。

　さらには、「ものづくり補助金」の地域事務局としてのフォローアップでは、その機能の一層の発揮、
新たな設備投資等による「働き方改革」において求められる生産性向上への支援、販路開拓による成長
についての支援を充実するなど、補助金採択企業等の「個社支援」にも積極的に取組んで参ります。

　最後になりましたが、平成最後でかつ新たな元号の幕開けとなる本年が、皆様にとりまして新たな発
展の道を切り開く明るい年となりますようご祈念申しあげまして、新年のご挨拶といたします。

平成31年　元旦　

広島県中小企業団体中央会
会長

伊 藤  學 人

新年のご挨拶
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　明けましておめでとうございます。平成31年の年頭に当たり、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　本年は平成の最後の年、そして新たな元号の幕開けの年となります。平成を締め括り、改元となる新
年を迎え、大変身の引き締まる思いであります。

　昨年は、都道府県中央会とともに「つながる　ひろげる　連携の架け橋」のスローガンの下、「平成30
年度中央会の基本活動方針」に基づき、次のように①から⑤の5つの重点活動に取り組みました。本年
は、数値目標を含めその成果を取りまとめ、見直すべき点は見直し、改善を図っていきます。①「組合の
今日的意義の確認・発信」は、新たに森下正 明治大学教授を委員長とする「中小企業組合のあり方研究
会」を設置し、組合の新たな方向性・可能性を提示しながら、中央会による組合支援のあり方を検討して
きました。本年は、先行事例を豊富に盛り込み中央会の伴走型支援に役立つ手引きとしても活用できる
報告書に取りまとめます。②「事業承継の推進」は、組合員の廃業・脱退に歯止めをかけるべく組合を起
点とした取組みを進めてきましたが、本年は、会社に加えて個人事業者の事業承継も推進していきま
す。③「働き方改革への対応」は、ものづくり分野でのレディース中央会の誕生など女性の活躍が各地で
見られました。本年は、同一労働同一賃金に関するガイドラインや対応のための取組手順書などの周
知・広報を図っていきます。④「生産性向上の実現」は、ものづくり補助金を中心に設備投資を支援して
きました。本年も引き続き税制措置を組み合わせたIT・設備投資の推進を行っていきます。⑤「被災地支
援、地方創生」については、昨年発生した西日本豪雨、台風19～21号、北海道胆振東部地震の被災中小企
業への対策支援を政府に要望してきましたが、自然災害については事前の対策が極めて重要であると
考え、本年は、自家発電機等の災害関連設備の減税措置や、実効を図るためのＢＣＰ認定制度や損害保
険の推進を図ってまいります。

　本年10月には、消費税の税率引上げと複数税率の導入が行われます。消費税率引上げ後の反動減対策
は、特に組合組織を上げての対策が極めて重要です。政府には万全の対策を求めてまいりますが、経営
資源に乏しい中小企業・小規模事業者が頼るのは組合です。
　また、本年は、ラグビーワールドカップが開催され、来年はいよいよ東京オリンピック・パラリンピッ
クが開催されます。世界に日本の中小企業の魅力を発信する絶好の機会であります。

　組合関係者にとりまして、本年が実り多き良き1年となりますことを心よりご祈念申し上げまして、
新年のご挨拶とさせていただきます。

平成31年元旦　

全国中小企業団体中央会
会長

大 村  功 作

年頭に当たって
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　あけましておめでとうございます。
　平成最後の新春を迎え、県民の皆様に謹んでお慶びを申し上げます。

　昨年7月、県内各地での記録的な豪雨により、多くの人的被害、家屋やインフラといった物的損害な
ど、戦後最大級の被害がもたらされました。
　この災害の犠牲となられました方々に衷心より哀悼の意を表しますとともに、被災された多くの
方々に対し、心よりお見舞いを申し上げます
　また、災害発生直後から、救助活動に御尽力いただいた自衛隊、警察、消防、海上保安庁等の皆様、様々
な面で被災者の生活支援に取り組んでいただいたボランティア、企業、団体、自治体などの皆様に対し、
厚くお礼を申し上げます。

この最大級の災害に対し、県では災害対策本部を立ち上げ、まず、被災された皆さんの生活支援や被災
地における二次災害の発生を防ぐための応急復旧を最優先に進めてまいりました。そして、救命･救助、
緊急の応急復旧等について概ねの区切りがついてきた8月中旬には、災害復旧・復興本部に移行させ、9
月には「安心を共に支え合う暮らしの創生」「未来に挑戦する産業基盤の創生」「将来に向けた強靱なイ
ンフラの創生」「新たな防災対策を支える人の創生」の4つの柱からなる『平成30年7月豪雨災害からの復
旧･復興プラン』を策定しました。

　今回の災害では、直接的な被害を受けられた県民の方々や企業、事業者はもとより、発災による事業
活動への影響など、直接、間接を含め様々な分野において重大な損害が顕著化しており、今後も、中長期
にわたり、県民生活や経済活動への多大な影響が懸念されます。

　このため、被災者の皆さんの一日も早い生活再建と、県民生活や経済活動の日常を取り戻すための取
組を最大限加速させるとともに、今回の災害からの復旧・復興を単なる原状回復に終わらせるのではな
く、被災前の状態よりさらに良い状態に力強く押し上げるための確かな軌道を描き、本県の復興と創生
を成し遂げて参りたいと考えております。

　こうした状況を踏まえ、今年は、まず「復旧・復興プラン」に基づく、創造的復興による新たな広島県づ
くりに最優先で取り組むため『ピンチをチャンスに。見せちゃれ広島の底力！』を合い言葉に、被災され
た皆様を、県はもとより、県民の皆様や、関係者の方々で支えながら、一丸となって一日でも早い復旧・
復興に繋げてまいります。

　さらには、これまでの取組によって現れてきた変化の兆しや成果をより確かなものとし、次のステー
ジにつなげていくため、社会環境の変化や県民ニーズを踏まえながら、仕事も暮らしもどちらもあきら
めない「欲張りなライフスタイルの実現」に向けて全力で取り組んでまいります。

　本年も、本県行政への御理解と御協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

 平成31年元旦　

広島県知事

湯 﨑  英 彦

年頭のごあいさつ
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【はじめに】
○平成31年の新春を迎えるに当たり、謹んでお慶びを申し上げます。
〇安倍内閣の発足以降、名目GDPは約54兆円増え、就業者数は約251万人拡大し、中小企業においても賃上げ率が4年連続で
増加するなど経済の好循環が浸透し始めています。
〇しかしながら、こうした景気回復が既に高度成長期の「いざなぎ景気」を超える戦後2番目の長さとなって続いている一方で、
全国の7割に当たる三千万人を超える従業員の雇用を支えるなど、日本経済の屋台骨である中小企業・小規模事業者の皆さん
は、経営者の高齢化や人手不足といった構造変化に直面しています。
○中小企業庁としては、足下の好景気に慢心することなく、中小企業・小規模事業者の皆さんが構造変化を乗り越えて持続的
に発展できるよう、以下の分野に重点的に取り組んでまいります。

【事業承継による新陳代謝の促進】
○第一に、経営者の高齢化は大きな課題です。2025年には経営者の6割が70歳を超え、多くの中小企業が廃業する結果、約650
万人の雇用が失われるとの分析もあります。実際、事業者数は年間10万者程度のペースで減少しつつあり、足下では358万者ま
で減少しています。こうした「待ったなし」の課題に対して、早め早めの円滑な事業承継は有効な解決策の一つです。
○このため、平成30年度税制改正では、事業承継時の贈与税・相続税の支払い負担を実質ゼロにするなど、法人の事業承継税
制の抜本的な拡充を行いました。お陰様で足元の申請件数は昨年度の約10倍に迫る勢いです。来年度は更に個人事業者の事
業承継を後押しするため、10年間の時限で、土地、建物、機械・器具備品等の承継時の贈与税・相続税の支払い負担を実質ゼロ
にする制度を創設します。これらの措置により事業承継税制は完成しました。
○今後は、これらの税制も積極的に活用いただきながら、早め早めの円滑な事業承継を全国で実現していくことが重要です。

【生産性の向上、働き方改革】
○第二に、深刻な人手不足に直面する中、生産性の向上は喫緊の課題です。また、働き方改革を進めて行く上でも、生産性向上
は必要不可欠です。2020年4月には長時間労働規制が、2021年4月には同一労働・同一賃金が、それぞれ中小企業にも適用され
ます。中小企業・小規模事業者の皆さんの生産性向上に向けて全力で取り組んで行く所存です。
○具体的には、中小企業・小規模事業者の皆さんが生産性を向上させられるよう、「ものづくり・商業・サービス補助金」や「IT導
入補助金」による設備投資・ITツール導入支援、「持続化補助金」による販路開拓支援等を行ってきました。引き続き切れ目なく
支援を行えるよう、支援措置を講じていきます。

【消費税率引上げへの対応】
○また、今年10月に予定されている消費税率引き上げ、軽減税率制度の実施に伴い、中小企業・小規模事業者に混乱を生じさ
せないよう、しっかりと準備を進めていくことが必要です。
○消費税率引上げに伴う駆け込み需要や反動減を抑える需要平準化策に万全を期すことは当然ですが、これに加えて軽減税
率制度の実施や転嫁対策にもしっかりと取り組みます。
○具体的には、中小企業団体、関係省庁及び業界団体とも連携しながら、相談窓口の設置や説明会の開催、パンフレットの配布
といった周知・広報を行ってまいります。また、軽減税率対応を推進するため、レジ・システム補助金を用意しておりますが、中小
企業団体等の意見を踏まえ、１月から補助率の3/4への引き上げや対象事業者・補助事業の拡大等を行い、さらに中小企業・小規
模事業者の円滑な対応を後押ししていきます。加えて、全国に409名の転嫁Gメンを配置して、情報収集や立ち入り検査、指導等
を行っており、来年度からは転嫁Gメンの増員も含めて、転嫁対策に係る監視・取り締まりの強化を一層進めていきます。

【自然災害への対応】
○昨年は平成30年7月豪雨、北海道胆振東部地震、相次ぐ台風被害など多くの自然災害に見舞われた年でした。
○引き続き復旧・復興に向けた支援策を講じていくことは勿論ですが、中小企業・小規模事業者の事前の防災・減災対策を進め
ることの重要性を改めて強く認識しました。このため、立法措置も視野に中小企業の強靭化をトータルで支援してまいります。

【結び】
○本年は5月に新たな元号に改元されます。こうした節目の年である本年が、中小企業・小規模事業者の皆様にとって大きな飛
躍の年となるよう心より祈念し、新年のご挨拶とさせていただきます。

中小企業庁長官

安 藤  久 佳

年頭所感
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　平成31年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。
　昨年7月の豪雨で被害を受けられた方々に、この場をお借りして心からお見舞いを申し上げます。私
ども中国経済産業局は、引き続き復旧から復興へ向かわれている事業者の皆様のお力になれるよう、現
場の声をよく聴きながら、全力で支援に取り組んでまいります。
　さて、最近の我が国経済を取り巻く環境は大きく変化しつつあります。AIやIoT技術の普及の速度は
目覚ましく、これらの新技術を活用した製造業技術の革新（Industry 4.0）は着実に進展しています。こう
した技術の進捗に際して特に重要となるデータを連動して活用するいわゆるコネクテッドインダスト
リーによって、ビジネスモデルはモノの販売からサービスの提供を中心とするものへと大きく変化し、
プラットフォームを握る者が優位に立つ大変革も予想されています。
　こうした変革に加え、社会の変革も大きなものとなっています。例えば本格化する人口減少社会は人
手不足だけでなく外国人材の受入れを促し、東京一極集中の進展は地域社会を大きく変えていく可能
性があります。我々の社会コンセンサスについても環境や人権、働き方への意識変化は企業活動にも大
きな影響を与えるでしょう。更に、日本を取り巻く国際社会も大きな変化が続いており、大国間の経済
摩擦や新興国経済、為替・金融環境の変化は常に大きな関心事であり続けます。
　こうした経済環境や社会環境の大きな変化に加え、経営者の高齢化も大きな課題です。2025年には全
国の経営者の6割が70歳を超え、多くの中小企業が廃業する結果、約650万人の雇用が失われるとの試算
もあり、「待ったなし」ともいえる状況にあります。経済産業省では今年度税制改正において法人の事業
承継税制の抜本的な拡充を行いましたが、来年度は更に個人事業者の事業承継において、10年間の時限
で、土地、建物、機械・器具備品等の承継時の贈与税・相続税の支払い負担を実質ゼロにする制度を創設
し、早め早めの円滑な事業承継を支援してまいります。
　更に、今年10月には消費税率の引き上げ、軽減税率制度の実施が予定されています。中国経済産業局
としても、経済産業本省と連携を取りながら、軽減税率制度の実施や転嫁対策について、相談窓口の設
置や説明会の開催、パンフレットの配布といった周知・広報などを行い、中小企業・小規模事業者の皆様
に混乱を生じさせないよう円滑な対応を後押ししていきます。
　昨年8月の着任以来訪問させて頂いた中国地域の企業の皆様は、自らの強みを改めて見直したうえで
様々な支援策も活用しながら更に力をつけ、新商品の開発や海外市場を含む新市場の開拓に積極的に
取り組んでおられ、大きな感銘を受けました。私ども中国経済産業局もこの一年更に皆様に役に立った
と評価いただけるようしっかり取り組んでいきますのでどうぞよろしくお願いいたします。

中国経済産業局長

花 木 　 出

「平成31年を迎えて」
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を利用した簡易な経営診断サービスを無料で

実施しています。

検 索広島県信用保証協会 MSS

「広島県信用保証協会 MSS」で検索！

主な診断内容

✔ 同業種内順位を算定

✔ 財務内容を５段階で評価

✔ 財務バランスチェック など

本 所 〒730-8691 広島市中区上幟町3番27号
三原支所 〒723-0014 三原市城町３丁目１番１号（三原港湾ビル３階）
呉 支 所 〒737-0045 呉市本通４丁目７番１号（呉商工会議所ビル４階）
福山支所 〒720-0065 福山市東桜町１番２１号（エストパルク７階）
備北支所 〒728-0021 三次市三次町１８４３番地の１（三次商工会議所ビル１階）

℡ （082）228-5501      
℡ （0848）63-4173
℡ （0823）21-9281
℡ （084）923-4893
℡ （0824）62-3917

http://www.hiroshima-shinpo.or.jp
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信用組合は、中小企業や小規模事業者、地域・業域・職域の生活者である組合員に対して、
決め細やかな訪問活動と、人の温もりを大切にした親身な相談活動を通して、

どんな時も、組合員と共に歩み続ける、身近な金融機関であることを約束します。
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　宮島に厳島神社を建設するため

に、鎌倉・京都から宮大工や指物師が

招かれ、その技術の流れをくむのが

現在の宮島細工です。江戸末期には、

杓子を始めとして、ロクロ細工、刳物

（くりもの）細工、宮島彫りなど、日常

生活に使用されるものが幅広く製作

されていました。

　やがて優れた芸術性を持つ工芸品

へと進化した宮島細工は、昭和57年

に経済産業大臣指定伝統的工芸品と

して認定され、現在も宮島彫、ロクロ

細工、杓子が伝統工芸士により製作

されています。

　昭和53年12月、宮島細工の生産

者31人が共同で原材料の共同購買、

商品の共同販売及び伝統的工芸品の

指定を受けること等を目的に組合を

設立しました。

　しかし近年、生活スタイルの欧米

化や食器洗い乾燥機の普及等ライフ

スタイルの変化により売上は伸び悩

み、同時に後継者育成も思うように

進んでいません。現在組合員は13人

にまで減少し、伝統工芸士の平均年

齢は70代と高齢化が進んでおり、こ

のままでは『宮島細工』がさらに衰退

していくばかりです。

　昨年、宮島への観光客数が過去最

高となり、特に外国人観光客の増加

が目立っています。当組合の共同販

売施設である「宮島伝統産業会館」へ

の来館者も外国人、特にフランスな

どのヨーロッパからの観光客が多

く、購入されるのもヨーロッパの方

がほとんどです。

　組合としてはこのヨーロッパから

の観光客をターゲットに、一昨年度

から2年間、中央会の支援事業を活

用し、今後の組合としての戦略を考

え、その上で英語版のWeb構築、パ

ンフレットの制作及び伝統産業会館

への誘導横断幕の制作を行いまし

た。また同事業では、製作者である職

人のこだわりや人となりを伝えるた

め、伝統工芸士や製造現場等の動画

配信を行うとともに、伝統産業会館

のPOP改良も行いました。

　さらに、ヨーロッパからの観光客

等を対象にしたアンケート調査にお

いて、現代のライフスタイルにあっ

た「日常使いの出来る商品」を求める

声が多くあったことから、欧米化し

た生活スタイルの中でも使いやすい

新商品の開発を行いました。その成

果として「宮島の四季の花」の筋彫

りをあしらい、表面にオリーブオイ

ルを塗り色止めすることで、安全に

普段使いの出来る食器を開発しまし

た。さらに事業を実施する中で、伝統

工芸士自ら漆器に螺鈿を施した器の

宮島細工協同組合

『宮島細工』を後世へ
 承継するために

理事長

広川 和男 氏

宮島細工の歴史と現状

ニーズに沿ったモノづくりを
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開発を考案するなど、今までにない

商品への開発意欲がフツフツと湧き

起こっています。

　宮島への観光客の増加に伴い、島

内土産品店では大量生産された海外

産の木工品が多く販売されており、

違いがわからない観光客は安価な商

品に流れていく傾向があります。そ

こで、本物の木のぬくもりや使い心

地の良さを知る“ファン”を増やすた

め「宮島細工」の認知度を高める取り

組みを行っています。

　以前は商品の包装に既製品を使用

していましたが、他の安価な商品と

の区別がつかず、宮島細工の存在を

アピール出来ていませんでした。そ

こで、今年度も中央会の支援により、

他の類似木工製品との差別化を図

り、宮島細工の存在感を高めるため、

組合オリジナル包装紙を作成しまし

た。包装紙は、木をイメージした茶を

基調に、白い杓子を花模様のように

並べることで宮島らしさを表現しま

した。不規則に赤い杓子を配するこ

とで遊び心を持たせると同時に、デ

ザインにやわらかさを加えていま

す。大小様々な商品があるため、包装

したときの絵柄の出かたにもこだわ

り、デザインを決定しました。

　今後は「宮島伝統産業会館」の装飾

やHPデザインなどを同包装紙のデ

ザインに統一することも検討してお

り、包装紙デザイン＝(イコール)宮

島細工であると消費者に認知しても

らいたいと考えています。さらに来

年度は、ラッピング用手提げ袋のデ

ザインも統一する予定です。

　全国各地の伝統工芸品産地の置か

れている課題は、概ね後継者不足と

売上減少ではないかと思われます。

ご多分に漏れず、ここ宮島細工の抱

える課題も、後継者不在と売上の低

迷です。

　しかし、我々宮島細工に携わるも

のは、現状に手を拱いているだけで

はなく、匠の“技”を活かした新たな

挑戦を始めています。変化していく

世間のニーズにあわせて作るモノを

変化させ、稼げるモノづくりをしな

くては伝統工芸を後世に伝えるこ

とはできないと考えます。そのため

には芸術家でありながら職人である

ことを強く意識するようになりまし

た。世間のニーズに沿い、かつ対価を

得ることが出来るモノを仕上げてい

くことが求められているのです。

　最近の私たちの取り組みも、Web

サイトの更新に始まり、少しずつで

すが宮島細工の認知も上がり新たな

仕事を受注することが出来つつあ

りますし、宮島彫教室に通われた卒

業生からも商品を製作できる人材が

育っています。今後、こうした新たな

チャレンジが後世に渡り伝統を守る

ことに繋がると信じ、着実に取り組

んでいきたいと思います。

宮島細工協同組合
廿日市市宮島町1165–9
宮島伝統産業会館内
TEL・FAX：0829-44ｰ2912
HP　http://www.miyajimazaiku.com/

「宮島細工」のブランド化戦略

変化こそが伝統を守ること

オリジナル包装紙
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　「働き方改革関連法」が2019年4月1日より順次施行されるのにともない、先月号ででは働き方改革関連法の概要
（Ⅰ）として「労働時間法制の見直し」に関する内容を掲載しました。今回は、概要（Ⅱ）として「雇用形態に関わらない公
正な待遇の確保」についてご紹介します。

働き方改革関連法の概要（Ⅱ）

正規雇用労働者（無期雇用フルタイム労働者）と
非正規雇用労働者（パートタイム労働者・有期雇用派遣・派遣労働者）との

不合理な待遇の差をなくす。

どのような雇用形態を選択しても、待遇に納得して働き続けられるように
することで、多様で柔軟な働き方を「選択できる」ようにします。

※１�いかなる待遇差が不合理であり、いかなる待遇差は不合理なものでないかを示した「同一労働同一賃金
ガイドライン案」が2016年12月に策定されており、今後、確定する予定です。

　　（詳しくはこちら）http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000190591.html

①不合理な待遇差をなくすための規定の整備

【改正前→改正後】○：規定あり　△：配慮規定　×：規定なし　◎：規定の解釈の明確化

均衡待遇規定
(不合理な待遇差の禁止)

下記３点の違いを考慮した上で、不合理な待遇差を禁止します
①職務内容※２、②職務内容・配置の変更の範囲、③その他の事情

均等待遇規定
(差別的取扱いの禁止)

下記２点が同じ場合、差別的取扱いを禁止します
①職務内容※２、②職務内容・配置の変更の範囲
※２職務内容とは、業務の内容＋責任の程度をいいます。

同一企業内において、正規雇用労働者と非正規雇用労働者との間で、基本給や賞与などの個々
の待遇ごとに、不合理な待遇差を設けることが禁止されます。
ガイドライン※１を策定し、どのような待遇差が不合理に当たるかを明確に示します。

派遣労働者については、下記のいずれかを確保することを義務化します。
（１）派遣先の労働者との均等・均衡待遇
（２）一定の要件を満たす労使協定による待遇

　★�併せて、派遣先になろうとする事業主に対し、派遣先労働者の待遇に関する派遣元への情報提供
義務を新設します。

雇用形態に関わらない公正な待遇の確保
改正の目的

改正の概要

パート 有　期 派　遣
均 衡 待 遇 規 定 ○　→　◎ ○　→　◎ △　→　○＋労使協定
均 等 待 遇 規 定 ○　→　○ ×　→　○ ×　→　○＋労使協定
ガ イ ド ラ イ ン ×　→　○ ×　→　○ ×　→　○
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働き方改革関連法に関する相談窓口

労働基準監督署
時間外労働の上限規制や年次有給休暇などに関する相談に応じます。
▶検索ワード：労働基準監督署広島　　　　　　　TEL 082-221-2460
https://jsite.mhlw.go.jp/hiroshima-roudoukyoku/kantoku/g_m_sho_
kantokuka_01.html

都道府県労働局

正規雇用労働者と非正規雇用労働者（パートタイム労働者・有期雇用
労働者・派遣労働者）の間の不合理な待遇差の解消に関する相談に応
じます。
▶検索ワード：広島労働局　　　　　　　　　　　TEL 082-221-9247
https://jsite.mhlw.go.jp/hiroshima-roudoukyoku/

働き方改革の推進に向けた課題解決に関する相談窓口

働き方改革推進
支援センター

働き方改革関連法に関する相談のほか、労働時間管理のノウハウや賃
金制度等の見直し、助成金の活用など、労務管理に関する課題につい
て、社会保険労務士等の専門家が相談に応じます。
▶検索ワード：広島働き方改革推進支援センター　TEL 0120-610-494
http://partner.lec-jp.com/ti/hataraki-hiroshima/

②労働者に対する待遇に関する説明義務の強化

③行政による事業主への助言・指導等や裁判外紛争解決手続(行政ADR)※4の規定の整備

【改正前→改正後】○：説明義務の規定あり　　×：説明義務の規定なし

【改正前→改正後】○：規定あり　△：部分的に規定あり（均衡待遇は対象外)　×：規定なし

※3　賃金、福利厚生、教育訓練など

○関係する省令等の具体的な内容は、今後、労働政策審議会の審議を経て定められる予定です。

※4　事業主と労働者との間の紛争を、裁判をせずに解決する手続きのことをいいます。

非正規雇用労働者は、「正社員との待遇差の内容や理由」など、自身の待遇について説明を求め
ることができるようになります。
事業主は、非正規雇用労働者から求めがあった場合は、説明をしなければなりません。

都道府県労働局において、無料・非公開の紛争解決手続きを行います。
「均衡待遇」や「待遇差の内容・理由」に関する説明についても、行政ADRの対象となります。

パート 有　期 派　遣
待遇内容※３（雇い入れ時） ○　→　○ ×　→　○ ○　→　○
待遇決定に際しての考慮事項（求めがあった場合） ○　→　○ ×　→　○ ○　→　○
待遇差の内容・理由（求めがあった場合） ×　→　○ ×　→　○ ×　→　○

パート 有　期 派　遣
行政による助言・指導等 ○　→　○ ×　→　○ ○　→　○
行政ADR △　→　○ ×　→　○ ×　→　○



食 料 品

繊維･同製品

印　　刷

化学・ゴム

木材・木製品

窯業・土石製品

鉄鋼・金属製品

一般機器

電気機器

輸送用機器
（自動車・造船）

そ の 他
（家具・装備品）

前 月 比 前 年 同 月 比
業　種 動向項目 売上高 業界の景況 売上高 業界の景況

卸 売 業

小 売 業

サービス業
（自動車整備・広告・警備・情報サービス）

建 設 業
（工事業）

商 店 街

運 輸 業
そ の 他
（不動産業）

前 月 比 前 年 同 月 比
業　種 動向項目

情報連絡員報告から

景況DI値の推移 （前年同月比）景況DI値の推移 （前年同月比）

（注）DIとは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index）の略で、
「増加」・「好転」したとする企業割合から、「減少」・「悪化」したとする
企業割合を差し引いた値です。
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食料品（食料品）
●11月の出荷量は前月比5.3%増加、前年同月比4.2%増加となり、売
上高は前月比4.1%増加、前年同月比2.3%増加となった。
繊維・同製品（繊維工業）
●売上は先月同様やや悪い状態が続いている。
繊維・同製品（衣服・その他の繊維製品）
●原材料、輸送費等のコストアップで収益状況が悪化傾向にある。
木材・木製品（木材・木製品）
●＜全国＞
・�平成30年10月の全国の住宅着工戸数は83,330戸で前年同月比
0.3%増加
・季節調整済年率換算値では95.0万戸(前月比0.8%増加)
・�利用関係別では、持家は25,949戸で前年同月比4.6%増加、貸家は
35,225戸で前年同月比7.3%減少、分譲住宅は21,394戸で前年同
月比9.2%増加
・木造住宅の着工数は50,211戸で前年同月比2.4%増加
・�住宅着工の動向については、前年同月比で先月の減少から再び増
加となり、半年ぶりの8万3千戸超となった

●＜広島＞
・�広島県内の10月の着工戸数は1,499戸で前年比23.6%減少、こ
のうち持家は522戸で前年比10.1%増加、貸家は569戸で前年比
41.9%減少、分譲は255戸で前年比48.7%減少
・県全体の住宅着工動向は前年同月比で2ヵ月連続の減少
・�平成30年7月豪雨や9月の台風21号などの災害が相次いだ影響も
あり、県内大手港湾製材工場が製材事業からの撤退を表明するな
ど、市況は不安定で、予想ほどの需要活性化には達していない。地
域・企業で繁閑差も顕著であり、非住宅の増加への期待はあるもの

の、今後の動向をしっかり注視していく必要がある。
●生産量国内2位の製材メーカー(福山市)の事業停止予告により、業界
に激震が走った。
　原材料の製品安で採算悪化が続いている。
　原木の小径木がバイオマス発電に流れ、製材工場は確保に苦戦している。
●年末にかけて多忙が続くと思われるが、年明けは未だ不透明な状況
である。消費税増税に伴う駆け込み需要が見込まれ、来年は忙しくなる
ことが予想される。
印刷（出版・印刷・同関連）
●2020年の東京オリンピックに続き2025年に大阪万博の開催が決
定したこと等、大きな流れをビジネスチャンスととらえ、しっかり準備
し積極的に提案していける体制づくりをしていきたい。現状維持を続
ければ確実に仕事は減少する。
化学・ゴム（工業用ゴム製品）
●景況に陰りは見られない。
　業務改善に向け、現場の意見を吸い上げシステム化していく必要が
ある。また、社員の意識改革も必要である。
化学・ゴム（プラスチック製品製造業）
●平成30年7月豪雨以降、今月は災害前の稼働状況に戻っている。自動
車関連の売上は、順調に推移している。
　原油高が続き原材料(樹脂や金属類)が少しずつ値上がりしている
が、製品単価に反映することは難しい状況である。
窯業・土石製品（窯業・土石製品）
●出荷状況(24工場）
　30年11月 2,980㎥（前年比9.23%減少）
　30年10月 3,113㎥
　29年11月 3,283㎥
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一般機器（一般機械器具）
●特に大きな変化はない。先月同様やや好況に推移している。
　組合の課題としては役員の高齢化と世代交代である。
●今月は､工作機械、産業機械用鋳物部品の売上増加により、前月比
24.9%増加、前年同月比0.4%増加となった。
電気機器（電気機械器具）
●今月は、国内の売上高増加により前月比16.3%増加となった。前年
同月比は1.6%減少であった。
　人を募集しても集まらない。残業規制には反対である。
　取引先からはコストダウン要請があるが、人件費が上がっており厳
しい状況である。
　最低賃金の上昇が経営を圧迫している。
　中小企業の置かれている立場について、行政に情報発信する機会が
少ない。我々中小企業者の立場等現状を行政が把握しているのか、疑問
に感じることもある。
　業界ごとに事情が違うにも関わらず法律は十把一絡げなのはいかが
なものか。
輸送用機器（輸送用機械器具（自動車））
●組合員の業況は、ビジネス依存度の高い主要顧客（マツダ）の下記業
況に比例している。
・�11月の国内自動車販売台数は全需が442千台、前年同月比8.6%増
加と2ヶ月連続の前年超え。登録車は前年同月比8.3%増加と2ヶ月
連続の前年超え、軽自動車は前年同月比で9.2%増加と5ヶ月連続
の前年超え。マツダ車は37.2%増加と2ヶ月連続の前年超え
・�マツダ車の10月の海外販売合計台数は107千台、前年同月比5.0%
減少で2ヶ月連続の前年割れ
・�マツダの10月の輸出動向については、輸出台数は前年比20.2%増
加と4ヶ月振りの前年超え
・�マツダの10月の国内生産台数は、前年同月比12.0%増加と4ヶ月
振りの前年超え

輸送用機器（輸送用機械器具（造船））
●県内2,500総トン以上の平成30年11月の船舶建造許可実績は5隻
345,950総トン(前月1隻23,600総トン、前年同月3隻188,400総ト
ン)であった。なお、内訳は国内船が1隻で油槽船、輸出船は4隻でこの
うち貨物船が2隻、油槽船が2隻であった。
●中小造船業については前月と大きな変化はない。

卸売業（総合）
●平成30年7月豪雨以降、全体的に需要は低迷している。暖冬の影響も
あり商品の動きは鈍い。人件費、物流費、副資材費等が上昇傾向にあり、
収益状況は厳しい。
卸売業（電設資材）
●広島県の9月の住宅着工状況は、前年比14.0%減少した。内訳として
は持ち家6.0%減少、分譲51.6%減少、貸家12.7%減少と大幅な減少と
なった。今後消費税増税前の駆け込み需要等により着工状況は好転す
ることが見込まれる。
　今後、水銀灯の生産中止よる倉庫、工場、体育館等の各種施設のLED
化に期待している。
卸売業（家具）
●今月は文化の日が土曜日ということで休日が1日減ったため、前半
の売上は減少した。しかし後半は盛り返し対前年比変化なしとなった。
卸売業（畳・敷物）
●国産表の主産地熊本県八代では、11月末から12月にかけて新草の
植付が最盛期を迎えている。しかし、国内需要の減少が影響し生産者は
約50戸程度減少の見通しである。
　広島県においては、生産者は前年並みで植付も12月上旬には終わ
り、製織に移っている。受注生産で生産量は横ばいである。
　中国産表は安価なものが多く輸入され、市場に多く出回っている。受
注・販売も堅調に推移している。
化学表も堅調に生産、販売を伸ばしているようである。
小売業（各種商品小売業）
●イベント開催効果もあり、11月は集客、売上ともに対前年比増加と
なった。
●商材(魚相場)の高値傾向、売上の減衰という業界の長期トレンドに
変化はない。
　野菜相場は下落傾向、消費も伸びず、売上高が減少した。

　売上高の減少により収益状況は悪化傾向にある。
　景気回復の要因は見当たらず景況感は長期的な下降傾向が続き、底
打ち感がない状態である。
小売業（家庭用電気機械器具小売）
●今月の販売実績は前年同月比0.3%減少となった。商品別では、薄型
テレビ前年同月比9.2%減少、冷蔵庫同0.8%減少、洗濯機同3.5%増加、
IHクッキングヒーター同3.7%減少、電気温水器同1.6%減少、エアコン
同10.8%増加となった。
小売業（その他の小売業（燃料））
●原油価格が高騰から一転、急落となっている。このため支払サイトが
長い社は資金繰りが厳しくなっている。また、暖冬であるため灯油及び冬
用タイヤ需要が伸び悩み、石油販売業者にとっては厳しい状況である。
商店街（各種商品小売業）
●空き店舗が駐車場化した土地へ、大手チェーンストアの進出やマン
ション建設が進んでいる。大手建築業者が提案している場合も多く、い
ずれも商店街へ加入する意思が低く、また昔ながらの商店街の店舗と
の競合になる可能性もある。
サービス業（自動車整備業）
●車検台数は前月比10.8%減少、前年同月比1.2%増加。車検場収入は
前月比9.6%減少、前年同月比0.3%増加。重量税、登録印紙の売上は、前
月比1.7%減少、前年比7.5%増加
サービス業（広告業）
●今月は店舗の全面改修などがあり、全体的に好況であった。一部年末
の駆け込み需要が見込まれるものの、全体としては下降気味である。
　高齢化による廃業や法人から個人事業主への変更等も増加している。
建設業（工事業）
●今月の工事受付件数は、前月比17.63%減少、前年同月比変化なし。
　今後の太陽光発電の調達単価が低下するとの報道から、戸建ての電
化需用が減少したのではないかと思われる。
●西日本豪雨による災害復旧工事の入札を国・県・各自治体が多数執行
しているが、業者不足や労働者不足による手持ちの受注案件で手一杯
で、応札者が不在の入札不調が相次いでいる。
　今後も災害復旧関連の需要が増え下半期も受注増加が見込まれる
が、業者、労働者及び資材不足などが懸念される。
　各自治体とも専任配置技術者の要件緩和等の措置は講じているが、
年度内工期に縛られない工期の延長など臨機応変な対応を講じる必要
がある。
●カーテン、敷物、壁装クロスの3品目について、前月比65.6%増加、前
年同月比2.1%減少と先月末時点よりやや下落した。前年累計費ではほ
ぼ横ばい状態である。
　平成30年7月豪雨の影響で秋口完成物件の工期が若干延び、今月の
売上は増加したが、来月以降は依然不透明である。
　運送業界の人手不足の影響でチャーター便、路線ともにコストアップ、
材料を指定通りの期日で運搬してもらえないなどの状態が散見される。
運輸業（道路貨物運送業）
●11月の売上高、貨物輸送量は前月比、前年同月比ともに大きな変化
はない。夏の猛暑の影響で野菜等の収穫量、出荷量は減少、柑橘系果物
はこれからが出荷時期であるが、平成30年7月豪雨の影響もあり収穫
量は減少が予想される。
　先月までは軽油価格が上昇し続けていたが、今月は下降傾向にあり、
少しは安堵している。しかし、高止まりの傾向は変わらず、収益を圧迫
していることに変わりはない。
●売上高、収益状況ともに前年同月比に大きな変化はなく、堅調に推移した。
●運転手及び車輌不足により荷物が運べない状況が続いている。
　運賃が上昇しており、売上は増加傾向にある。収益も売上増と燃料価
格の下落により好転した。
　12月は繁忙期であり、さらなる人手不足、車輌不足が心配されている。
●船員の高年齢化が進んでいると同時に若年船員が育っていないた
め、船員不足である。　
9月の内航輸送実績は、台風の影響により長距離輸送等に影響がでた
ため燃料輸送が対前年比80%となった。自動車輸送は近距離が比較的
多いため対前年比26%増加となった。上半期の動向としては、石油製
品の基礎材料となるケミカル輸送が好調であった。
その他（不動産業）
●前月比、前年同月比とも一般評価がやや増加したため売上は好転した
が、景況感は依然やや悪い状態が続いている。公的評価が減少している。
　不動産価格は依然として強含みで推移しており、土地の素地供給数
が減少しているため業者の土地仕入価格は高騰している。
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 最後のフロンティア
「ミャンマー連邦共和国」を訪問

　ミャンマーは、2011年の民政移管以降、経済改革や欧米
の経済制裁解除が段階的に進められ、昨年度6.72％と高い
GDP成長率を実現し、経済成長が著しい『東南アジア最後
のフロンティア』として注目されている。そこで、今後の海
外展開やビジネスチャンスの機会を探るため、広島県青年
中央会（会長 田口裕司）では参加者12名で、11月21日～
25日にかけてヤンゴンのJETRO事務所、日本語学校、日系
企業等の視察を行った。
●JETROヤンゴン事務所

　JETROヤンゴン事務
所の草刈アドバイザーよ
り、「ミャンマーは太平洋
戦争時、日本とビルマ（旧
ミャンマー）の軍が協力
関係にあり、アウン・サ

ン将軍が親日であったことから、今でも親日意識がミャン
マーには残っており、また、人口も５千万人を超える大きな
マーケットが魅力で、日本企業の進出も年々増えている。
　外国からの実質的な投資額は日本が最も多く、14.8億ド
ルを投じている。インフラが整っているのは限られた場所
で、全体的に道路の整備状況が悪く、乾期になると主電力で
ある水力発電の発電量が大きく落ち込み停電も頻発する。
現在、日本からのＯＤＡによる開発が多く行われ、日本企業
の技術により、今後はインフラの急速な改善が見込まれ、更
なる経済成長が期待される。」と説明を受けた。

●ヤンゴン日本語学校「J.ISM Language Center」
　この日本語学校は、広
島県内で鉄工業を営む
株式会社矢賀鉄工所のグ
ループ会社が運営してい
る。当校は、日本語を学び
日本での就労を希望する

ミャンマー人のニーズと企業を結びつけることで国際貢献
に寄与するため、開校に至った。光永社長は「ミャンマー人
の大学進学率は10％程度だが、国内企業が発展途上のため
優秀な人材を高待遇で迎えられる働き口がまだまだ少な
い。そのため、ハイレベルな仕事内容や、国内と比較して高
い給料を目的として、日本国内で働きたいと思っている人
材が多い。また勉強熱心な国民性で、親日でもあることか
ら、日本での就労意欲も高まり、日本語を選ぶ若者も増加し
ている。」と語られた。その後、熱心に勉強している生徒達の
授業を視察した。

●Nis Myanmar Co., Ltd.
　当社は、ヤンゴン近郊
にあるNgwe Pin Lae工
業団地内の日系企業で、
流通加工業や倉庫業等を
営んでいる日立物流の
グループ会社。この団地

内には縫製工場が300軒ほどあり、同社では衣料品の検品
などを行っている。Nis Myanmarの内田社長は、「ミャン
マーの女性従業員は真面目で親しみやすい。縫製業は今や
主力産業のひとつであり大変活況で、当社でも日本向けの
衣料品を大量に検品している。一方、停電が多いため、自家
発電設備を導入しているが、燃料の経費負担が大きくなる
というリスクや、さらに新車の運送トラックを乗り逃げさ
れるリスクが常にあるので、それなりの覚悟と注意が必要
になる。」と語られた。

　この度の研修により、ミャンマーでのビジネス展開や人
材受入を真剣に考える参加者もおり、今後の海外進出・海外
取引など、新たなビジネスに繋がることが期待される。
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2日
4日

6日～7日
7日

11日
11日
12日
14日
19日
20日
21日

●中小企業組合検定試験 （TKPガーデンシティ広島駅前）
●広島県への中小企業連携組織化対策事業の拡充要望 （広島県商工労働局長室）＜会長・専務＞
●㈿三次ショッピングセンター企業連携アドバイザー派遣事業 （組合会議室）
●市町トップセールス （東広島市　高垣市長）＜専務＞
●呉花見橋商店街(振)企業連携アドバイザー派遣事業 （クレア6F会議室）
●管理者講習会（福山） （福山ニューキャッスルホテル）
●管理者講習会(広島) （ホテルセンチュリー21広島）
●市商連　第56回会員連絡会議 （メルパルク広島）＜専務＞
●サンフレッチェ広島後援会役員会・理事会 （メルパルク広島）＜専務＞
●中国ガス事業㈿高度化合同会議 （県庁本館）
●市町トップセールス （庄原市　木山市長）＜専務＞

　新年明けましておめでとうございます。本年もよろしくお
願いします。
　昨年7月、広島県では多くの方々が豪雨災害に見舞われまし
た。被災された方々に対しお見舞い申し上げますとともに、1
日も早い復旧を願っております。
　本年は、5月の新天皇陛下の即位とともに元号も代わり、大
きな節目の年になると思います。また、働き方改革の推進、消
費税引上げ、軽減税率の導入、新たな外国人労働者の受け入れ
制度の創設など、中小企業者を取り巻く環境も大きく変化す
る中で、会員組合及び中小企業の皆様にとってさらなる飛躍
の年となるよう祈念し申し上げます。
　本年度も、引き続き会報「中小企業ひろしま」をよろしくお
願いします。

（国安）

　大晦日の夜の静寂な瀬戸内海から辺りをゆっくりと明
るく照らしながら昇っていく初日の出。
　視界の端から端までが美しく1枚の絵にしたようなそ
の風景は冬の寒さを忘れ、心まで暖かくなってきます。そ
の瀬戸内海に浮かぶ世界遺産「宮島 厳島神社」では、お正
月3が日だけで10万人ほどの参拝客が訪れます。そこでは
元旦の「歳旦祭」、二日の「二日祭」、三日の「元始祭」の祭典
後に、舞楽が奉奏され、新年を雅に祝う広島ならではの行
事を楽しむことができます。

瀬戸内海に昇る初日の出に
雅なる新年の舞楽。

宮島町　初日の出

※太字になっているものが、広島県中央会の事業・行事になります。

会報「中小企業ひろしま」
を購読してみませんか？ 購読につきましてはお気軽に御連絡ください！

当会情報調査部 会報担当者 まで　TEL：082-228-0926

１宛先につき　300円/月（300円/月×12=3,600円（年間購読）【税込・送料込】
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アジアビジネス交流協同組合

〒720-2116　福山市神辺町平野276番8
TEL（084）963-8731　FAX（084）963-8732

理 事 長　中 平 寛 司

因島鉄工業団地協同組合

〒722-2198　尾道市因島重井町474番地の1
TEL（0845）25-1151　FAX（0845）25-1158

理 事 長　廣 田 一 敏

尾 道 食 糧 企 業 組 合

〒722-0051　尾 道 市 東 尾 道 5 番 地 4
TEL（0848）20-2050　FAX（0848）20-2051

代表理事　粟 村 文 彦

神 辺 管 工 事 協 同 組 合

〒720-2123　福山市神辺町大字川北931-7
TEL（084）962-3116　FAX（084）962-3429

代表理事　三 島 雅 治

呉 管 工 事 協 同 組 合

〒737-0811　呉 市 西 中 央 3 丁目7 番 6 号
TEL（0823）21-1846　FAX（0823）23-0716

理 事 長　井 村 克 也

協同組合呉食料品卸センター

〒737-0831　呉 市 光 町 1 1 番 1 0 号
TEL（0823）24-5757　FAX（0823）24-6105

理 事 長　朝 日 秀 弘

ア ド バ ン ス 協 同 組 合
〒722-0016　尾 道 市 神 田 町 3 - 2 4
TEL（0848）36-5067　FAX（0848）36-5068

一般監理事業
造船・建設就労者受入事業

安佐北遊技業協同組合

事務局
〒731-0122　広島市安佐南区中筋1丁目18番27号
TEL（082）876-0396　FAX（082）876-0713

代表理事　仲 村 誠 司

エス・ピー・シー中国理美容事業協同組合

〒732-0056　広島市東区上大須賀町8番7号
　　　　　　　　　　　　  プラザ広島2F
TEL（082）263-1789　FAX（082）263-1798

代表理事　朝 野 秀 樹

協同組合環境改善推進センター

〒720-0825　福山市沖野上町2丁目13番3号
TEL（084）920-9969　FAX（084）920-9968

理 事 長　小 田 一 美

伝統的工芸品熊野筆
熊 野 筆 事 業 協 同 組 合

〒731-4214　安芸郡熊野町中溝3丁目13番19号
TEL（082）854-0074　FAX（082）854-6790

理 事 長　竹 森 　 臣

再生資源回収業

呉資源集団回収協同組合

〒737-0052　呉 市 東 中 央 1 丁 目 5 - 1
TEL・FAX（0823）23-5800

代表理事　藤 之 原  道 子
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呉自動車整備協業組合

〒737-0134　呉市広多賀谷1丁目8番4号
TEL（0823）72-4343　FAX（0823）72-4345

理 事 長　安 倍 勇 治

協同組合甲山いきいき村

〒722-1122　世羅郡世羅町大字小世良341番1号
TEL・FAX（0847）25-0090

理 事 長　金 谷 英 男

協同組合　サングリーン

〒728-0013　三次市十日市東4丁目1番30号
TEL（0824）62-1111㈹　FAX（0824）63-0402

理 事 長　沖 　 東 洋 治

協同組合庄原ショッピングセンター

〒727-0013　庄原市西本町2丁目19番1号
TEL（0824）72-4111　FAX（0824）72-5270
URL：http://www.facebook.com/joyful.net

理 事 長　宮 﨑 良 治

神石生コンクリート協同組合

〒720-1812　神石郡神石高原町油木甲2885番地の5
TEL（0847）82-0066　FAX（0847）82-2974

代表理事　後 藤 文 好

瀬戸内テック協同組合
〒720-1141　福山市駅家町大字江良79番地1
TEL（084）983-0731　FAX（084）983-0732　URL：http://www.setouchi-tech.net

代表理事　藤 井 寿 人

グローバル・コミュニケーションを構築し、製造業を応援しています！
外国人技能実習生共同受入事業/企業カウンセリング・セミナー開催

共同購買事業/教育及び情報の提供

協同組合地質調査技士同友会

〒720-2521　福山市駅家町大字服部本郷202-2
TEL・FAX（084）978-0980
E-mail：kyd.chishitsu-d@biscouit.ocn.ne.jp
URL：http://boringsurvey.net/aboutus/

代表理事　升 谷  健 治 郎

中国アセアン交流協同組合

〒726-0005　府中市府中町 5 2 5 番地 1
TEL（0847）40-1250　FAX（0847）40-1251
E-mail：c-asean@sky.net.or.jp
URL：http://www.chugoku-asean.jp

代表理事　花 田 　 章

・中国四国農政局　中国経済産業局　・中国地方整備局
・中国運輸局　・広島労働局

中国経済交流協同組合

〒734-0022　広島市南区東雲3丁目7番12号
TEL（082）288-5571㈹　FAX（082）288-5521
E-mail：info@c-eecu.or.jp
URL：http://www.c-eecu.or.jp

理 事 長　長 谷 川  大 助

人財・国際センター
　経済産業省　農林水産省　環境省　国土交通省認可 協同組合中国建設専門工事業協会

〒730-0847　広島市中区舟入南4丁目14番15号中東ビル2F
TEL（082）942-4328　FAX（082）942-4329

代表理事　福 井 正 人

中国醤油醸造協同組合

〒739-2201　東広島市河内町中河内190番地の1
TEL（082）437-1215　FAX（082）437-1315
E-mail：csba7@tea.ocn.ne.jp

代表理事　阿 須 賀  謙 治

中国新聞販売所事業協同組合

〒730-0854　広島市中区土橋町7番1号
TEL（082）295-1525　FAX（082）295-2250

理 事 長　鈴 木 順 二
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中 国 税 理 士 協 同 組 合

〒730-0036　広 島 市 中 区 袋 町 4 番 1 5 号
TEL（082）246-0088　FAX（082）245-8377

理 事 長　高 橋 良 昌

中国遊技機商業協同組合

〒732-0052　広島市東区光町1丁目9番26号
　　　　　　　　　　　 第二寺岡ビル2階
TEL（082）263-0618　FAX（082）262-7379

理 事 長　松 原 陽 輔

鞆鉄鋼協同組合連合会

〒720-0202　福山市鞆町後地26番地の91
TEL（084）982-3375　FAX（084）982-3377
E-mail：info@tomo-tkr.jp
URL：http://tomo-tkr.jp

理 事 長　園 田 輝 一

西日本コンピュータ技術者協同組合

〒730-0024　広島市中区西平塚町2番16号
TEL（082）504-8569　FAX（082）247-4589
URL：http://www.cepa.jp
E-mail：info@cepa.jp

代表理事　田 淵 信 夫

都市生活を支える水先案内人

東広島市指定水道工事業協同組合

〒739-0025　東広島市西条中央2丁目5番2号
TEL（082）422-4181　FAX（082）422-7234
URL：http://h-suido.net

理 事 長　奧 正 弘 美
東広島　水のお助け隊

東広島生コンクリート卸商協同組合

〒739-0014　東広島市西条昭和町1番15号
                                        増田ビル4階
TEL（082）422-0200　FAX（082）422-0220

代表理事　宗 藤 利 彦

中国地方電気工事業協同組合
代表理事　菅 波 義 一

〒730-0002　広島市中区白島中町9番13-202号
TEL（082）222-6025　FAX（082）221-1465
E-mail：tdk-honb@ms8.megaegg.ne.jp
URL：http://www.cyudenkyo.jp/

中国スレート販売協同組合

〒732-0827　広島市南区稲荷町4番5号
TEL（082）263-6311㈹　FAX（082）263-6626

理 事 長　矢 吹 　 俊

ディ・エイチ・エス交流協同組合

〒739-0041　東広島市西条町寺家5467番地5
TEL（082）424-1700　FAX（082）424-1705

代表理事　藤 井 　 恵

西日本海外業務支援協同組合

〒731-3168　広島市安佐南区伴南1丁目3番16号
　　　　　　　　　　　　　　　　  五興ビル3階
TEL（082）849-4674　FAX（082）849-1716
E-mail：info@saikaikyo.com
URL：http://www.saikaikyo.com

理 事 長　中 島 三 好

能美金属工業団地協同組合

〒737-2311　江田島市沖美町岡大王横網代
　　　　　　　　　　　　 2500番地の26
TEL（0823）45-3456㈹　FAX（0823）45-4811

代表理事　古 澤 成 憲

協同組合東広島ショッピングモール

〒739-0024　東広島市西条町御薗宇4405番地
　　　　　　　　　　　 フジグラン東広島SC内

代表理事　多 山 宰 佐

URL：http://toki-meki.jp/

（とにかく　きてみんさい　めっけもんが　きっとあるよ）
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東広島生コンクリート卸商協同組合

〒739-0014　東広島市西条昭和町1番15号
                                        増田ビル4階
TEL（082）422-0200　FAX（082）422-0220

代表理事　宗 藤 利 彦

広 極 商 店 街 振 興 組 合

〒730-0031　広島市中区紙屋町2丁目2番28号
TEL（082）245-6000　FAX（082）248-3955

理 事 長　寺 本 慎 一

広島アパテック協同組合

〒730-0017　広島市中区鉄砲町6番7号
TEL（082）962-7711　FAX（082）962-7721

代表理事　有 本 宣 哉

広島安全施設業協同組合

〒730-0042　広島市中区国泰寺町2丁目2番11号
TEL（082）248-9102　FAX（082）248-9834
E-mail：jimukyoku@anzenhiroshima.jp
URL：http://www.anzenhiroshima.jp

理 事 長　宮 川 裕 正

広島印刷団地協同組合

〒733-0833　広島市西区商工センター7丁目
                                            5番23号
TEL（082）277-2228㈹　FAX（082）277-2259

理 事 長　喜 瀬 　 清

協同組合広島インテリジェントセンター

〒733-0834　広島市西区草津新町1丁目
                                           21番35号
TEL（082）278-2220　FAX（082）278-2101
E-mail：hic2220@crux.ocn.ne.jp

理 事 長　渡 辺 泰 朗

広島市中央卸売市場中央市場
広 島 魚 商 協 同 組 合

理 事 長　土 岡 正 人
〒733-0832　広島市西区草津港1丁目8番1号
TEL（082）279-2662　FAX（082）279-2663
E-mail：h-uoshou@topaz.ocn.ne.jp
URL：http://www.uoshou.or.jp/

You tube
「魚商チャンネル」

配信中！！

広島金属工業協同組合

〒731-3167　広島市安佐南区大塚西2丁目23番1号
TEL（082）848-1161　FAX（082）848-1169

理 事 長　奥 田 武 男

広島県アパレル工業組合

〒729-3103　福山市新市町大字新市31番地1
TEL（0847）52-3344　FAX（0847）52-3343
E-mail：appa@rose.odn.ne.jp
URL：http://e-fuku.info/

理 事 長　平 　 謙 介

つかうほどに美しい「こんじき」に輝く備後畳表

広島県藺製品商業協同組合

〒729-0111　福山市今津町3丁目2番10号
TEL（084）933-3522　FAX（084）933-2004
URL：http：//bingoomote.d.dooo.jp

理 事 長　村 上 康 雄

広島県鋳物工業協同組合

〒733-0013　広島市西区横川新町8番25号
TEL（082）232-4235　FAX（082）234-4488

理 事 長　大 田 喜 穂

広島県医療事業協同組合

〒733-0023　広 島 市 西 区 都 町 4 3 番 1 号
TEL（082）942-3700　FAX（082）296-6234

理 事 長　流 田 康 雄
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広島県織物構造改善工業組合

〒729-3107　福 山 市 新 市 町 常 1 4 5 0
　 　 　 　  カイハ ラ 株 式 会 社（ 内 ）
TEL（090）3372-0503　FAX（0847）57-8119

理 事 長　篠 原 由 訓
副理事長　貝 原 　 護

広島県環境整備事業協同組合

〒730-0025　広島市中区東平塚町3番28号
TEL（082）246-0340
URL：http：//www.hirokankyou.jp

理 事 長　鉄 本 秀 樹

環

広島県建設汚泥リサイクル事業協同組合
代表理事　今 町 孝 一

〒736-0046　安芸郡海田町窪町10番8号201
TEL（082）847-3911　FAX（082）847-3918

広島県歯科医師協同組合
理 事 長　荒 川 信 介

〒732-0057　広島市東区二葉の里3-2-4
TEL（082）261-1740　FAX（082）261-1744
E-mail：order@hpda.or.jp

広島県自動車車体整備協同組合
理 事 長　金 尾 一 美

〒733-0036　広島市西区観音新町4丁目
　　　　　　　　　　　13番13-3号
TEL（082）292-2518　FAX（082）292-2519

広 島 県 製 本 工 業 組 合
理 事 長　田 岡 克 彦

組 合 員 一 同
〒734-0025　広島市南区東本浦町15番8号
　　　　　　　　　　 （有）石井製本所内
TEL（082）282-5027　FAX（082）282-5027

広 島 県 菓 子 工 業 組 合

〒733-0833　広島市西区商工センター1丁目
                                          12番16号
TEL（082）277-6651　FAX（082）278-0387

理 事 長　大 谷 博 国

広 島 県 印 刷 工 業 組 合

〒733-0035　広 島 市 西 区 南 観 音 一 丁目
                                           1番22号
TEL（082）293-0906　FAX（082）293-0954

理 事 長　中 本 俊 之

広島県室内装飾事業協同組合

〒733-0003　広島市西区三篠町1丁目7番4号
TEL（082）239-9281　FAX（082）239-9282
URL：http://www.hirosokyo.jp

理 事 長　竹 内 　 剛

〒730-0025　広島市中区東平塚町4番21号
                              デンソー広島ビル3F
TEL（082）546-0385　FAX（082）546-0415
E-mail：h-densouhin-k@guiter.ocn.ne.jp

理 事 長　服 部 潤 一

広島県自動車電装品整備商工組合

広島県警備業協同組合

〒730-0052　広島市中区千田町1丁目5番2号
TEL（082）541-0655　FAX（082）541-0611
E-mail：hssunion@cello.ocn.ne.jp

理 事 長　田 中 敏 也

　警備のプロ集団！！
警備のことなら何でもご用命、ご相談下さい！
（加盟会社27社、ガードマン3,000名余）
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広 島 県 石 油 商 業 組 合
広島県石油販売協同組合

〒732-0824　広島市南区的場町1丁目7番20号
TEL（082）261-9431　FAX（082）264-1022

代表理事　大 野 　 徹

広島県セメント卸協同組合

〒732-0817　広島市南区比治山町2番4号
TEL（082）263-4678　FAX（082）261-3140

代表理事　徳 永 隆 顕

広島県タイヤ商工協同組合

〒730-0825　広島市中区光南2丁目7番2号
TEL（082）243-3558　FAX（084）953-3803

理 事 長　藤 井 義 行
広島県ダンプ協同組合

〒738-0021　廿日市市木材港北4番29号
TEL（070）5421-5378　FAX（0829）32-7941
URL：http://www.hiroshima-dump.jp/

理 事 長　井 手 川  彰

社会を支える大切な礎を、安心・安全とともに運びます

広島県中古自動車販売商工組合

〒731-1523　山県郡北広島町南方36-10
TEL（0826）72-7611㈹　FAX（0826）72-0160

理 事 長　安 部 英 雄

協同組合広島県鉄構工業会

〒733-0003　広島市西区三篠町1丁目13番9号
TEL（082）238-6539　FAX（082）238-8326

理 事 長　山 本 泰 徳

広島県電気工事工業組合

〒730-0051　広島市中区大手町5丁目15番5号
TEL（082）241-1731　FAX（082）241-1736

理 事 長　貫 名 　 徹

広島県電設資材卸業協同組合

〒733-0003　広島市西区三篠町3丁目17番9号
TEL（082）230-2421　FAX（082）230-2421

理  事  長　森 　 昭 英
副理事長　植 田 豊 志
　  〃  　　宮 地 宏 明
　  〃  　　芥 川 好 晴

広島県天然木化粧合板工業協同組合

〒726-0013　府 中 市 高 木 町 2 3 5
TEL（0847）45-4600　FAX（0847）45-6845

代表理事　唐 川 浩 成

“毎日マメに一丁”
広島県豆腐類協同組合

〒733-0003　広島市西区三篠町1丁目8番22号
TEL（082）237-2318　FAX（082）237-2319

代表理事　常 川 利 行

・・　
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広島県東部機械金属工業協同組合

〒720-0067　福山市西町2丁目10番1号
　　　　　　　　　福山商工会議所ビル内
TEL（084）922-1414　FAX（084）932-2364

理 事 長　松 本 　 眞

理 事 長　槇 本 茂 良

〒722-0051　尾 道 市 東 尾 道 5 番 地 3
TEL（0848）20-3030㈹　FAX（0848）20-3039

広島県東部食糧協同組合職
人
の
技

理 事 長　中 桶 孝 美

〒730-0825　広島市中区光南1丁目14番17号
TEL（082）249-3103

広島県二輪自動車協同組合

広島県針工業協同組合

〒730-0803　広島市中区広瀬北町3番11号
　　　　　　　　　　　　　和光広瀬ビル
TEL・FAX（082）233-0470

理 事 長　原 田  耕 太 郎

広島県不動産評価システム協同組合

〒730-0043　広島市中区富士見町8番26号
TEL（082）545-2253　FAX（082）545-2254

理 事 長　村 永 　 朋

広島県遊技業協同組合

〒730-0016　広 島 市 中 区 幟 町 8 番 1 1 号
TEL（082）221-6445　FAX（082）223-8853

理 事 長　延 川 章 喜

広島県東部広告美術協同組合
理 事 長　東 　 恭 博

〒721-0815　福 山 市 野 上 町 3 - 1 - 2 2
TEL（084）983-1905　FAX（084）983-1906

広島県東部菓子商工業協同組合

〒721-0974　福山市東深津町3丁目19番3号
　　　　　　　　　 松浦食品株式会社内
TEL・FAX（084）921-7920

代表理事　渡 邊 敏 幸

広島県南部砕石協同組合

〒737-0111　呉市広大広2丁目17番13号
TEL・FAX（0823）73-1769

理 事 長　海 生 俊 史

代表理事　迫 　 眞 治

広島県農業機械商業協同組合

〒739-0014　東広島市西条昭和町12番9号
　　　　　　　　　　　　　 渡辺ビル3階
TEL（082）426-5881　FAX（082）426-5882

広島県ビルメンテナンス協同組合

〒733-0812　広島市西区己斐本町2丁目
                                           19番3号
TEL（082）273-8271　FAX（082）273-8263

理 事 長　澤 田 英 治

広島県保険代理業協同組合
理 事 長　野 村 恒 雄

〒730-0825　広島市中区光南1丁目6番2-102号
TEL（082）504-6860　FAX（082）504-6861
E-mail：info@hirohokyo.or.jp
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広島県臨床検査事業協同組合

代表理事　近 本 肥 于

〒720-0831　福山市草戸町1丁目23番21号
TEL（084）921-2792　FAX（084）921-2879

Web　KITネットワーク会員募集中

広島県ロジネット協同組合

〒721-0942　福山市引野町5丁目1番35号
TEL（084）945-6657　FAX（084）945-6658

代表理事　竹 内 茂 仁

広島広告美術協同組合

〒733-0013　広島市西区横川新町13番9号
TEL（082）232-5279㈹　FAX（082）292-0046

理  事  長　内 田 賢 司
副理事長　岡 本 芳 久
　  〃  　　濵 田 行 雄
　  　  　　他 役 員 一 同

監理団体許可 許1709000194
公益財団法人国際研修協力機構賛助会員
外国人技能実習生監理団体

ひろしま交流協同組合
理 事 長　木 本 　 薫

〒739-0025　東広島市西条中央7-17-35-203
TEL（082）431-3131　FAX（082）431-3132

広島コンクリートパイル協同組合

〒730-0043　広島市中区富士見町1番1号
TEL（082）249-9651　FAX（082）249-9653
E-mail：coc-pile@ms10.megaegg.ne.jp

代表理事　澄 川 　 健

え び す 通 り 商 店 街
広島市胡町商店街振興組合

〒730-0021　広 島 市 中 区 胡 町 5 番 1 4 号
TEL（082）241-6268　FAX（082）241-6270

理 事 長　大 﨑 浩 志

理 事 長　加 藤 博 基

広 島 市 菓 子 協 同 組 合

〒733-0833　広島市西区商工センター1丁目
　　　　　　　　　　　　　　 12番16号
TEL（082）277-6651　FAX（082）278-0387

理 事 長　高 原 豊 明

広島市指定上下水道工事業協同組合

〒733-0833　広島市西区商工センター8丁目
　　　　　　　　　　　　　　　3番27号
TEL（082）277-6331　FAX（082）278-6431
URL：http://www.jyogesui-hiroshima.or.jp

組合イメージ
キャラクター
「ミズッピー」

広島市廃棄物処理事業協同組合

〒730-0042　広島市中区国泰寺町2丁目5番27号
　　　　　　　　　　　　　　　　大川ビル2F
TEL（082）249-3521　FAX（082）249-8557

理 事 長　中 　 健 一

広島食肉卸事業協同組合

〒733-0832　広島市西区草津港1丁目11番1号
TEL（082）279-8585　FAX（082）279-8253

理 事 長　鼻 岡 房 夫
理  事  長　中 村 哲 朗
副理事長　中 谷 　 登
　  〃  　　瀬 川 　 靖

〒733-0833　広島市西区商工センター7-3-40
TEL（082）277-7171

広島食品工業団地協同組合
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理 事 長　村 上 庄 作

広島市自動車整備団地協同組合

〒733-0833　広島市西区商工センター8丁目
　　　　　　　　　　　　　　　9番12号
TEL（082）277-1322　FAX（082）277-1326

広島地区生コンクリート協同組合
理 事 長　城 國 省 二

〒733-0863　広島市西区草津南3丁目2番12号
TEL（082）278-5033　FAX（082）278-5152

協同組合ひろしまテクノシステム

〒731-4323　安芸郡坂町横浜中央1丁目6番30号
TEL（082）820-1105　FAX（082）820-1106

理 事 長　下 花 健 男

広 島 弁 護 士 協 同 組 合

〒730-0012　広島市中区上八丁堀2番73号
TEL（082）228-0230　FAX（082）228-0418

理 事 長　加 藤 　 寛

協同組 合  広 　 島 　 酔 　 心

〒730-0032　広島市中区立町 6 番 7 号
TEL（082）247-0450　FAX（082）236-6058

代表理事　原 田 仁 司

－暮らしにゆたかな幸せを－

〒732-0826　広島市南区松川町5番9号
TEL（082）264-1311　FAX（082）264-1972

理 事 長　武 信 和 也

広島団地ガス協業組合
理 事 長　林 　 達 雄

〒731-0154　広島市安佐南区上安5丁目26番1号
TEL（082）872-2212　FAX（082）872-2223

広島地区生コンクリート卸商協同組合
理 事 長　植 木 　 光

〒732-0817　広島市南区比治山町2番4号
TEL（082）262-1700㈹　FAX（082）262-0033

広島珍味食品協同組合

〒722-0008　尾 道 市 吉 和 町 4 9 0 4 - 1
                      ㈱ 山 石 内
TEL（0848）25-3990　FAX（0848）22-2445

理 事 長　山 本 　 修

広島ヒールセンター協同組合

〒729-0114　福山市柳津町4丁目8番6号
TEL・FAX（084）934-1240

代表理事　大 村 隆 康

卸売業300社が情報発信する街

協同組合 広島総合卸センター

広島市西区商工センター1丁目14番1号
　TEL（082）277-8866　FAX（082）278-5711
　URL http://www.hocs.or.jp

理事長　伊藤　學人
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尾三地区生コンクリート協同組合

〒723-0017　三原市港町3丁目17番2号
TEL（0848）63-8333　FAX（0848）63-8892

理 事 長　吉 永 昌 雄

協同
組合

理 事 長　卜 部 文 男

〒721-0954　福 山 市 卸 町 1 4 番 1 号
TEL（084）920-3500　FAX（084）920-3989

福山水産物卸売業協同組合

〒721-0942　福山市引野町1丁目1番1号
TEL・FAX（084）941-5323

代表理事　福 井 余 緒

福山地方鋳造工業協同組合
代表理事　小 林 敏 彦

〒721-0961　福山市明神町2丁目6番6号
TEL・FAX（084）931-0890
E-mail：fimonog@maroon.plala.or.jp

協同組合福山鉄工センター

〒720-0017　福山市千田町4丁目14番18号
TEL（084）955-1311　FAX（084）955-1310

代表理事　尾 熊 孝 典

福 山 木 材 協 同 組 合

〒720-0031　福山市三吉町1丁目8番15号
　　　　　　　　　　　　桑木ビル1階
TEL（084）931-4045　FAX（084）959-4025

代表理事　佐 藤 克 志

協同組合府中家具団地

〒726-0001　府中市本山町5 3 0番 1 4 6
TEL・FAX（0847）43-6100

代表理事　児 玉 正 宏

協同組合三菱広島協力会

〒730-8642　広島市中区江波沖町5番1号
　　　　　　三菱重工業(株)広島製作所内
TEL（082）231-6428　FAX（082）231-9085

理 事 長　平 賀 哲 朗

三 原 食 糧 企 業 組 合

〒723-0134　三原市新倉2丁目11番15号
TEL（0848）66-4360㈹　FAX（0848）66-4363

代表理事　岡 﨑 省 哉

三 次 建 設 業 協 同 組 合

〒728-0013　三次市十日市東1丁目7番13号
TEL（0824）62-2766　FAX（0824）62-6663

代表理事　加 藤 修 司

〒722-0051　尾道市東尾道4番地4
TEL  （0848）20-2000　FAX  （0848）20-2005
http://www.baytown.or.jp　E-mail:baytown@fine.ocn.ne.jp

理事長　福　井　　　弘

事業所内保育所
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株式会社プラスコーポレーション

〒721-0962　福山市東手城町1丁目2番37号
TEL（084）959-3205　FAX（084）959-3206
E-mail：makihira@pluscorporation.co.jp
URL：http://www.pluscorporation.co.jp

代表取締役　牧 平 　 学

イトク 食 品 株 式 会 社

〒722-0232　尾道市木ノ庄町木門田491番地
TEL（0848）48-1650　FAX（0848）48-1664
E-mail：info@itokufood.info
URL：https：//itokufood.info/

代表取締役　小 倉 一 洋

生姜で体温革命！

株式会社上万糧食製粉所

〒731-3168　広島市安佐南区伴南2丁目5番19-13
TEL（082）849-5783　FAX（082）849-5790
URL：http：//kona-ya.com

代表取締役　栗 栖 恭 一

オオアサ電子株式会社

〒731-2104　山県郡北広島町大朝3817番地の10
TEL（0826）82-3636　FAX（0826）82-2616
E-mail：info@oasa-elec.co.jp
URL：http：//www.oasa-elec.co.jp

代表取締役社長　長 田 克 司

株式会社　旭光製作所

〒722-0215　尾道市美ノ郷町三成8 0 8
TEL（0848）48-1211　FAX（0848）48-1217
URL：http：//www.bbbn.jp/~kyokko/

代表取締役　光 吉 　 徹

三 和 製 作 株 式 会 社

〒729-0111　福山市今津町6丁目16番2号
TEL（084）934-2022　FAX（084）934-7117
E-mail：general1@sanwa-trp.com
URL：https：//www.sanwa-trp.com

代表取締役　木 下 博 雄

石田プラスチック株式会社

〒737-0133　呉市広末広1丁目5番25号
TEL（0823）73-2950　FAX（0823）74-3823
E-mail：info@isida.com
URL：http：//www.isida.com

代表取締役社長　石 田 壮 宏

リ ビ ン ズ 株 式 会 社

本社
〒730-8646　広島市中区舟入南2丁目7番5号
九州物流センター
〒842-0063　佐賀県神埼市千代田町迎島1619番地の1
海外事務所
中国（深圳）、ベトナム（ホーチミン）

代表取締役　森 井 三 章

岩 本 工 機 株 式 会 社

本　社
〒731-3168　広島市安佐南区伴南二丁目4番33号
TEL（082）848-4000　FAX（082）848-4127

名古屋営業所
〒457-0862　愛知県名古屋市南区内田橋1-25-2
TEL（052）693-6073　FAX（052）693-6074

代表取締役　岩 本 義 明

コマツ産機㈱認定代理店／コマツ産機㈱指定サービスディーラー
㈱小森安全機研究所 中国・四国・九州支店／広島営業所

URL：http：//www.iwamotok.co.jp

特定自主検査認定工場 広第158号

株 式 会 社 エ ヌ テ ッ ク
代表取締役　棗 田 敏 嗣

〒720-0004　福山市御幸町中津原1700
TEL（084）961-1518　FAX（084）961-1519
〒252-0241　神奈川県相模原市中央区横山台1丁目46-17
TEL（042）711-7304　FAX（042）711-7306
E-mail：info@ntech-co.com
URL：http://www.ntech-co.com

本　　　社

関東営業所
相模原工場

株 式 会 社 木 村 工 業
代表取締役　木 村 秀 樹

〒737-0134　呉市広多賀谷三丁目4番9号
TEL（0823）73-1333　FAX（0823）74-6522
E-mail：shintaku@kimura-gr.co.jp
URL：http://www.kimura-gr.co.jp

株 式 会 社 光 文 堂

〒737-2607　呉市川尻町東3丁目10番3号
TEL（0823）87-3176　FAX（0823）87-3365
E-mail：boss@koubundo.co.jp
URL：http：//www.koubundo.co.jp

代表取締役　� 村 光 雅
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代表取締役社長　鴫 谷 憲 和
〒721-8575　福山市箕島町 5 3 7 8 番地
TEL（084）954-2961　FAX（084）954-1933
URL：http：//www.shigiya.co.jp

本社

円筒、専用研削盤、眼科眼鏡機器 株 式 会 社 島 谷 食 品

〒722-0005　尾 道 市 福 地 町 1 番 5 1 号
TEL（0848）23-5573　FAX（0848）22-4047

代表取締役　島 谷 茂 登

庄原ステンレス工業株式会社

〒727-0203　庄 原 市 川 北 町 1 6 番 地 1
TEL（0824）72-0950　FAX（0824）72-2287
E-mail：ssk-tanabe@sirius.ocn.ne.jp
URL：http：//www.ssk-syoubara.com/

代表取締役　田 邊 祥 一
タ イ ム 株 式 会 社

〒729-0473　三原市沼田西町小原73番48
TEL（0848）85-0666　FAX（0848）85-0700
E-mail：info@time-merit.co.jp
URL：http：//www.time-merit.co.jp

代表取締役　山 内 英 明

各種非鉄部品の精密加工および、
摩擦撹拌接合技術を活かした高機能製品を提供します。

日動化学工業株式会社

〒721-0957　福 山 市 箕 島 町 南 方 6 5 9 7
TEL（084）953-0270　FAX（084）953-9845
E-mail：info@nichido-kagaku.co.jp
URL：http://www.nichido-kagaku.co.jp

代表取締役　髙 柳  恒 五 郎

株 式 会 社 日 研 工 業
代表取締役　守 谷 公 男

〒722-0411　世羅郡世羅町宇津戸11074番4
TEL（0847）25-1220　FAX（0847）25-1230
E-mail：nikken_hida@asutec.com
URL：http://www.asutec.com/gl/

有 限 会 社 日 伸 精 機

〒722-0073　尾道市向島町9586-5番地
TEL（0848）45-3133　FAX（0848）45-2381
E-mail：nisshin@lime.ocn.ne.jp

代表取締役　天 間 裕 幸

株 式 会 社 濱 田 製 作 所

〒737-2604　呉市川尻町小仁方1丁目25-35
TEL（0823）70-5500　FAX（0823）70-5511
E-mail：info@hamadass.co.jp
URL：http：//www.hamadass.co.jp

代表取締役社長　濱 田 　 拓

株 式 会 社 浜 本 工 作 所
代表取締役　濱 本 陽 平

〒737-0004　呉市阿賀南二丁目9番44号
TEL（0823）73-6957　FAX（0823）73-9377
E-mail：info@hamamoto-ks.co.jp

広 機 工 株 式 会 社

〒737-0134　呉市広多賀谷3丁目8番3号
TEL（0823）72-5222　FAX（0823）74-0843
E-mail：hirokiko@cronos.ocn.ne.jp
URL：http：//hirokiko.co.jp/

代表取締役　末 政 義 彦

目指す技術は職人の匠とITの融合

中国ビー・エフ株式会社

〒739-0151　東広島市八本松町原2132-6
TEL（082）429-0053　FAX（082）429-0198
E-mail：info@c-bf.co.jp
URL：http://www.c-bf.net

代表取締役　原 田 省 三
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あけましておめでとうございます 2019 年　元旦

広島日本電子工業株式会社

〒739-1754　広島市安佐北区小河原町1591-1
TEL（082）844-0360　FAX（082）844-0329
E-mail：gyoumu@hndk.co.jp
URL：https://www.hndk.biz/

代表取締役　坂 田 哲 博

福 山 商 工 会 議 所

〒720-0067　福山市西町2丁目10番1号
TEL（084）921-2345　FAX（084）922-0100
E-mail：cci@fukuyama.or.jp
URL：http：//www.fukuyama.or.jp/

会　頭　林 　 克 士

福 豊 精 工 株 式 会 社

〒727-0201　庄 原 市 門田町 8 0 0 番 地
TEL（0824）75-0066　FAX（0824）75-0067
E-mail：tanabe001@fukuto-seiko.com
URL：http：//fukuto-seiko.com

代表取締役　田 邊 祥 一

ホ ー コ ス 株 式 会 社

〒720-8650　福山市草戸町二丁目24番20号
TEL（084）922-2601　FAX（084）922-2607
E-mail：kobatat@horkos.co.jp
URL：http：//www.horkos.co.jp

代表取締役社長　菅 田 雅 夫

〒739-2623　東 広 島 市 黒 瀬 町 川角 3 0 5
TEL（0823）82-3211　FAX（0823）82-3215
E-mail：yamaokatk@do7.enjoy.ne.jp
URL：http://www.yamaokatekkan.co.jp/

代表取締役　山 岡 孝 治

最新の生産設備により、
高品質な製品を送り出す
ダクタイル鋳鉄異形管の
専門メーカー。

営　業　品　目

●ダクタイル鋳鉄製品
上・下水道用、工業用水道用、農業用水用
異形管及び押輪　都市ガス用
異形管・耐摩耗鋳鉄管・鋳物製品
●鋼鋳物製品
炭素鋳鋼・特殊鋳鋼

大阪営業所　大阪市北区堂島1-1 -25（新山本ビル7階）
〒530-0003　TEL:06-6442-6622㈹　FAX06-6442-6960

東京営業所　東京都品川区南品川6丁目3-14（コーポ磯川105）
〒140-0004　TEL:03-6718-4470 FAX:03-6718-4478

九州営業所　福岡市博多区上川端町12-28（安田第一ビル6F)
〒812-0026　TEL:092-9277-4470 FAX:092-292-9288

山岡鉄管株式会社
日本水道協会指定検査工場
ISO9001 認証取得

この度は、「中小企業ひろしま」年賀広告に
多数のご協力を賜り、

誠にありがとうございました
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IoT、ビッグデータ、AIをはじめとする情報技術の⾰新が進む中、IT業界だけでなく、
あらゆる産業・業種においても、IT技術を活⽤した事業展開が求められています。
ポリテクセンター広島では、従業員にIT技術を⾝に付けてもらうためのセミナーを以下の

とおり実施します。従業員のIT⼒を強化して⽣産性向上を⽬指してみませんか。

（主催）独⽴⾏政法⼈⾼齢・障害・求職者雇⽤⽀援機構広島⽀部
ポリテクセンター広島 ⽣産性向上⼈材育成⽀援センター

ポリテクセンター広島

〒730-0825 広島市中区光南5丁⽬2番65号
TEL：082-248-1532 FAX：082-241-4734
E-mail：hiroshima-seisan@jeed.or.jp
HP：http://www3.jeed.or.jp/hiroshima/poly/biz/index.html

当センターホームページでは、各コースの詳細のほか、
電⼦メールでの申込⽅法についてご案内しています。

募集中!!
受講者

従業員のＩＴ力を強化して生産性アップ！

相手に伝わるプレゼン資料作成

日時 平成31年 2月14日(木) 10：00～17：00（6時間）

会場 ㈱ビットゼミ
広島市中区鉄砲町7-4

講師 吉田 豪 氏（㈱ビットゼミ代表取締役）
内容 ・目的に合わせたスライド作成

・資料提案時のポイント
プレゼンテーションソフトを活用し、伝えたい内容をより分かり

易く伝えるためのスライド作成のポイントを習得します。

表計算ソフトのマクロによる定型業務の自動化

日時 平成31年2月18日(月),25日(月) 9：30～16：30(12時間)

会場 パソコンスクールHA*NA
広島市安佐南区上安2丁目松岡第一ビル103

講師 中冨 慶子 氏（合同会社K＆Mシステム代表）
内容 ・マクロの基本知識

・基本文法 ・制御文法
表計算ソフトを活用する際、定型業務の自動化を

実現させるためのマクロの作成手法を習得します。

業務に役立つ表計算ソフトの関数の活用

日時 平成31年 2月20日(水) 9：00～16：00（6時間）

会場 ㈱ベネフィットディバイス
広島市安佐南区大町東2-9-18

講師 北岡 茂 氏（㈱ベネフィットディバイス）
内容 ・関数の活用

・関数の実務活用
表計算ソフトを活用するうえで、業務上使用される頻度の高い

関数を中心に活用方法を習得します。

コース番号 8 定員 15⼈ 受講料 2,160円(税込)

申込〆切
1/24

申込〆切
1/30

コース番号 10 定員 15⼈ 受講料 2,160円(税込)

申込〆切
1/28

定員 15⼈ 受講料 3,240円(税込)コース番号 9

正確に伝わる技術文書作成のポイント

日時 平成31年 2月27日(水) 9：30～16：30（6時間）

会場 ぷらねっと職業訓練広島校
広島市中区京橋町1-3赤心ビル4F

講師 上田 佳彦 氏（ぷらねっと広島校）
内容 ・技術文書とその構成

・技術文書の留意点
読み手に応じて正確に内容を伝えるための技術文書を作成す

る際の考え方や、留意すべき点を習得します。

表計算ソフトの業務活用

日時 平成31年 2月26日(火) 9：00～16：00（6時間）

会場 広島会計学院専門学校
広島市中区千田町1-2-26

講師 藤井 孝代 氏（学校法人上野学園）
内容 ・表計算ソフト概要と基本操作

・ワークシートの活用 ・グラフの作成
業務で活用するために必要となる表計算ソフトの基本操作

（ワークシートやセル操作等）を習得します。

IT化を推進するためのつながる業務への理解

日時 平成31年 2月22日(金) 9：30～16：30（6時間）

会場 ぷらねっと職業訓練広島校
広島市中区京橋町1-3赤心ビル4F

講師 上田 佳彦 氏（ぷらねっと広島校）
内容 ・技術文書とその構成

・技術文書の留意点
生産活動をITを用いて効率化する上で必要な「つながる」こと

の重要性と情報とデータの関係を正しく理解します。

【申込に当たっての注意事項】
・下記URL掲載の受講申込書に必要事項を記入し、申込を行ってください。応募者多数の場合は先着順とさせていただきます。
・個人での受講はできません。企業（事業主）からの指示による申込みに限ります。
・実施機関（講師）の関係会社（親会社、子会社、関連会社等）の方は受講できません。
・申込者数が一定の人数に満たない場合は、コースを中止又は延期させていただくことがありますので、あらかじめご了承ください。

コース番号 11 定員 15⼈ 受講料 3,240円(税込)

申込〆切
2/1

コース番号 12 定員 15⼈ 受講料 2,160円(税込)

申込〆切
2/5

コース番号 13 定員 15⼈ 受講料 2,160円(税込)

申込〆切
2/6
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お取り扱いの詳細は、下記までお問い合わせください。

三井 -KB-2018-2 （損保）B-2018-1（2018.4）
B-2018-1011（2018.4） 使用期限 2019.3.31

＊ 団体扱とは、広島県中小企業団体中央会が団体扱としてお申し込み 
 いただいた各保険契約の保険料を取りまとめ、一括して当社へ払い 
 込む取り扱いのことです。
※ 一部対象とならない商品・契約がございますので、詳細は下記まで 
 お問い合わせください。
※ 詳しくは、該当の「商品パンフレット」をご覧ください。ご検討にあ 
 たっては、「設計書（契約概要）」「特に重要な事項のご説明（注意喚起 
 情報）」「ご契約のしおり－約款」および広島県中小企業団体中央会 
 の「退職金共済規程（規約・規則）」等を必ずご覧ください。

経営者・役員・従業員とそのご家族の
安心の保障を準備するために
中央会の共済制度をご活用ください。

業務災害補償保険 引受保険会社
三井住友海上火災保険株式会社

  業務災害補償保険 取扱代理店　　
三井生命保険株式会社

事業活動にかかわる
従業員さまのケガなどのリスクを

カバーする保険です。

団体扱生命保険

経営者・従業員のための
万一の保障

団体扱＊（月払）の場合、
一般扱（口座振替扱月払等）で
ご契約いただくよりも、
保険料が割安になります！
オーナーズプラン 

経営者の
各種リスクマネジメントのために

 パートナーズプラン 
役員・従業員の皆さまの
保障準備をサポート

三井生命保険株式会社は三井住友海上火災保険株式会社の取
扱代理店として損害保険代理店委託契約を締結しています。

特定退職金共済制度

従業員のための
退職金準備に

特定退職金共済制度 引受保険会社
三井生命保険株式会社

従業員さまの定着が図られ、
安定した退職金準備が
できる共済制度です。

業務災害補償保険
業務上の災害への備えに

三井生命保険株式会社 http://www.mitsui-seimei.co. jp/ 

広島支社  〒732-0828 広島県広島市南区京橋町1-23 三井生命広島駅前ビル3F  TEL:082-262-0250
福山支社  〒720-0043 広島県福山市船町 7-25 ケイエースビル7F  TEL:084-928-3388


